
 

 

第２節 水防管理団体の水防組織 

水防管理団体の水防組織は、富山県の水防組織に準じて、水防管理団体の水防計画において定める

ものとする。また、区域の水防を十分に果たすため、水防団等を組織するものとする。（水防管理団体

及びその水防区域等は、附表－１のとおりである。） 

なお、指定水防管理団体の水防団員の基準は、指定水防管理団体の水防団員の定員の基準に関する

条例（昭和24年富山県条例第42号）により、概ね次の標準による。ただし、水防管理者が水防実施に

支障ないと認める場合は、その標準以下に減ずることを妨げない。 

・水防上特に重要と認められる箇所については、その延長10メートルにつき１人 

・その他の箇所については、その延長50メートルにつき１人 

 

第３節 大規模氾濫減災協議会 

 都道府県知事が組織する大規模氾濫減災協議会及び国土交通大臣が組織する大規模氾濫減災協議会

において取りまとめられた「地域の取組方針」については、水防計画へ反映するなどして取組を推進

するものとする。 

 

   第３章 重 要 水 防 箇 所 

第１節 重要水防箇所 

富山県内の水防箇所のうちで、洪水等が公益上に及ぼす影響の特に大なる箇所を、重要水防箇所に

指定する。その箇所は、附表－２のとおりとする。 

 

   第４章 水 防 施 設 

第１節 水防設備・資機材の整備 

富山県は、水防管理団体の備蓄資器材が不足するような緊急の場合に際し、応急支援するための資

器材を備蓄するものとする。 

水防管理者は、累年の洪水により危険にさらされる河川に水防倉庫を設置し、水防に必要な資器材

を常に整備するものとする。また、資材の確保のため、重要水防箇所近在の竹、立木、木材等を調査

するとともに、各農業従事者、農業関係倉庫等の手持量を調査し、資材業者を登録し、並びに緊急時

に調達しうる数量を確認して、その補給に備えるものとする。また、備蓄器材が使用又は損傷により

不足を生じた場合は、直ちに補充するものとする。 

水防管理者は、水防管理団体及び水防協力団体の備蓄資器材が不足するような緊急事態に際して、

国土交通省の応急復旧用資器材又は富山県の備蓄資器材を国土交通省関係事務所長又は土木センター

（事務所）所長の承認を受けて使用することができる。国土交通省関係事務所長及び土木センター（事

務所）所長は、予備鍵の貸与等についてあらかじめ水防管理者と協議して、緊急時に迅速な対応がで

きるよう努めるものとする。 

なお、毎年次表に掲げる日を水防倉庫の調査日と定め、資器材の点検を実施し、その状況を所管の

土木センター・土木事務所を経由して、水防本部に報告しなければならない。 
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